
去
る
一
日(

水)

よ
り
、
駅

キ
を
つ
な
げ
て
い
か
な
い
と
…
、

伝
の
朝
練
習
が
始
ま
り
ま
し

競
技
そ
の
も
の
が
終
わ
っ
て
し
ま

た
。
七
時
二
十
分
に
は
、
運

い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
が

動
場
に
集
合
し
、
全
員
で
気

試
さ
れ
ま
す
。

持
ち
を
一
つ
に
し
て
運
動
場

昨
年
度
の
成
績
を
見
る
と
、
男

の
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
い
ま

子
が
二
七
チ
ー
ム
の
う
ち
二
四
位
、

す
。
そ
の
後
、
五
十
分
ぐ
ら

女
子
が
二
七
チ
ー
ム
の
う
ち
二
三

い
に
は
練
習
を
切
り
上
げ

位
で
し
た
。
区
間
別
で
見
る
と
、

て
、
学
級
で
の
朝
の
会
に
影

男
子
は
五
区
の
十
八
位
、
女
子
も

響
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

一
区
と
三
区
の
十
八
位
が
最
高
記

県
内
児
童
生
徒
の
国
際
理
解
の
醸
成
に
資
す

来
る
十
二
月
四
日
・
五
日
に
沖
縄
県
の
全
中

す
。
去
っ
た
地
区
陸
上
で
の

録
で
し
た
。

る
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
教
育
旅
行
の
誘
致

学
校
の
二
年
生(

五
教
科)

・
一
年
生(

数
学)

を

躍
進
ぶ
り
を
自
信
に
変
え

下
の
写
真
は
、
全
員
で
揃
っ
て

に
繋
が
る
、
海
外
の
学
校
と
県
内
学
校
と
の
交

対
象
に
行
わ
れ
る
沖
縄
県
学
力
到
達
度
調
査
へ

て
、
駅
伝
の
方
で
も
大
幅
な

ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
い
る
場
面
と

流
に
つ
い
て
、
県
内
教
育
関
係
者
の
理
解
と
意

向
け
て
、
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

記
録
ア
ッ
プ
を
目
指
し
な
が

練
習
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子

欲
を
高
め
、
そ
の
組
織
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

各
教
科
で
作
成
し
た
学
習
プ
リ
ン
ト(

過
去
問

ら
自
分
自
身
と
戦
っ
て
い
ま

で
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
は

学
校
関
係
者
等
へ
の
助
言
等
を
行
う
と
と
も

中
心)

を
毎
日
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
基
礎

す
。
努
力
し
た
分
、
結
果
と

仲
間
先
生
か
ら
、
ケ
ガ
の
予
防
の

に
、
国
内
外
の
学
生
、
教
育
関
係
者
が
互
い
の

基
本
が
定
着
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
神

し
て
表
れ
や
す
い
の
も
長
距

た
め
の
対
策
や
筋
肉
疲
労
の
回
復

地
域
を
訪
れ
、
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

原
ノ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
も
な
り
ま
す
。

離
走
の
特
徴
で
す
。
ま
た
、

方
法
等
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
ま

「
教
育
関
係
者
等
の
相
互
交
流
支
援
事
業
」
へ

ご
家
庭
の
方
で
も
、
子
ど
も
達
を
見
守
り
励

駅
伝
は
タ
ス
キ
に
よ
る
リ
レ

し
た
。
階
段
の
登
り
方
一
つ
を
意

参
加
し
ま
す
。

ま
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ー
形
式
な
の
で
、
全
員
が
心

識
す
る
こ
と
で
、
ケ
ガ
の
予
防
に

具
体
的
に
は
、
十
月
十
三
日(

月)

～
十
六
日

を
一
つ
に
し
な
が
ら
、
タ
ス

つ
な
が
る
事
も
話
し
て
い
ま
す
。

(

木)

の
日
程
で
、
台
湾
の
百
福
国
民
中
学
校
と

の
交
流
会
に
参
加
し
ま
す
。交
流
会
へ
向
け
て
、

参
加
予
定
生
徒
は
中
国
語
の
勉
強
会
（
卒
業
生

運
動
会
で
の
演
舞
披
露
の
後
も
華
鳳
会
の
指

の
許
茜
さ
ん
か
ら
学
ぶ
）
に
参
加
す
る
と
と
も

導
の
下
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
練
習
を

に
、
交
流
会
で
の
出
し
物
（
沖
縄
の
伝
統
文
化

続
け
て
い
ま
す
。

の
紹
介
）
の
練
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

持
ち
上
げ
る
構
え
も
だ

交
流
会
の
後
は
、
故
宮
博
物
館
、
忠
烈
祠
、

ん
だ
ん
と
サ
マ
に
な
っ
て

龍
山
寺
、
台
北
一
〇
一
展
望
台
等
の
見
学
も
予

き
て
い
る
様
子
で
す
。

定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

旗
頭
フ
ェ
ス
タ
本
番
へ

見
る
も
の
・
触
れ
る
も
の
・
そ
の
光
景
等
か
ら

向
け
て
、
安
定
し
た
演
舞

自
分
自
身
の
成
長
の
た
め
に
、
視
野
を
大
き
く

が
で
き
る
よ
う
に
…
、
さ

広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
経
験
を
大
切
に
！
。

ら
に
は
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
万
全
の
体

う
に
注
意
し
て
、
自
分
の

制
で
当
日
を
迎
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

技
量
を
高
め
て
い
ま
す
。

平成26年
10月2日

神原中
不定期27号

駅伝練習を開始!!
～那覇地区駅伝競走大会（久米島大会）～

多読者紹介①!!
今年度の4月～9月までの間の

図書館における貸し出し状況か
ら、多読者Best10を紹介します。
限られた時間を有効に活用し

ながら、継続的に図書館に通い
積み上げてきた冊数です。

（１年）
1 津波 琉 232冊
2 砂川陽南乃 225冊
3 大濱 愛瑛 215冊
4 伊藤宇樂樂 156冊
5 新里 友菜 136冊
6 仲井真和貴 126冊
7 津波古泰志 125冊
8 赤嶺 優実 106冊
9  波 太希 88冊
10 新崎 広人 86冊

（２年）
1 上原 望生 256冊
2 石井 新奈 245冊
3 金城 光優 229冊
4 上原真衣花 223冊
5 田中 伶佳 220冊
6 赤木 乃亜 217冊
7 山入端竜也 213冊
8 手塚 光海 189冊
9 島袋 新太 170冊
10 宮国 涼介 149冊

多読者紹介②!!
（３年）
1 中島 三結 296冊
2 長谷川智也 282冊
3 喜納 勝海 279冊
4 新里 潤一 267冊
5 長堂 嘉輝 267冊
6 銘苅 幹太 259冊
7 大林百合香 259冊
8 渡慶次瑞穂 251冊
9 宮城 未来 248冊
10 比嘉 寿来 242冊

＜一人あたり平均冊数＞

1年1組 40.2冊
1年2組 40.6冊
1年3組 36.9冊
一学年 39.2冊

2年1組 73.7冊
2年2組 32.7冊
2年3組 36.0冊
二学年 47.4冊

3年1組 38.9冊
3年2組 77.1冊
3年3組 84.7冊
3年4組 115.2冊
三学年 79.2冊

(男女別) 3年4組の
男子がダントツ。

神
中
し
ー
ぶ
ん

台
湾
交
流
へ
向
け
て
！

旗
頭
練
習
光
景
！

学
力
対
策
一
･二
年
！

個
人
的
に
は
、
ま
だ
本
を
借
り
る
の
が
少

な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
自
分
の
表
現
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
読
書
を
し
て
は
…
!?


